
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

技能証獲得

当初予算

事業番号 06 05 02 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 障害者技能向上支援事業 担
当
課

部局 産業労働部

達成
60％
9/15人

半数以上
60%

６/10人

67％
2/3人

80%

○Ｈ26年度県大会では、技能向上講習会5種目の実施と参加者数100人を目指す。
○Ｈ26年度全国大会では、出場者の半数以上の入賞を目指す。
○全国大会での技能証獲得（技能検定２級程度）8割以上を目指す。

100%
５/５人

達成 -

５種目
100人以

上

５種目
71人

未達成―

26年度 27年度

7,269

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

-

-

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

障害者技能競技大会は、障害者の技能向上を図ることで、雇用の促進へとつながる事業である。
県全域を対象とした事業であり、障害者雇用促進の観点から県の関与が必要である。

課・室 人材育成課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail jinzai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－１　信州を牽引するものづくり産業の振興

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 困難

　アビリンピック長野大会開催の経験を踏まえて、技能競技大会に向けて障害者に対する講習を開催することで、障害者のスキルの向上
を目指すとともに、就労意欲の向上や障害者雇用の促進が図られる。

〇アビリンピック長野大会に向けた選手の発掘・育成を実施した結果、全国大会では９名が入賞する成果を得られた。
〇引き続き県障害者技能競技大会について、幅広く県民に周知するとともに、全国大会を念頭に障害者の技能向上を図る必要がある。

   ４ 人材の育成・確保 実施期間 H24 ～

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

7,269

障害者技能向上支援員によ
る講習会の開催

委託
委託先：長野技能五輪ムーブメント推進委員会
競技種目、講習会講師、障害者雇用事業所等に精通
する人材活用し、講習会の開催

5,643 5,398 0

障がい者スキルアップセミ
ナーの開催

委託

補正予算

成果目標の達成状況

項目

事前講習会参加者数

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

合計（A)

9,729

7,269

0 0 7,269

5,643 5,398合計

Aの
財源

5,652 5,643

9,729 5,652 5,643

全国大会
出場者入賞

5,652 5,643 7,269

9,729

150人以
上概　算

人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

826

- -
9,456 4,639 5,398

スキルアップセミナー参加者数

ながのアビリンピック参加者数
826

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・平成27年度は、障がい者スキルアップセミナー事業として継続実施。なお、開催場所については、事業所の希望にあわせてセミナーを
実施するなど改善を図り、参加者の拡大を促す。

目標に対
する成果
の状況

・事前講習会については、各種目の講習会を全県で１会場に設定したことで、遠方からの参加が困難であったため、未達成となった。
・第35回アビリンピック(愛知県開催　H26.11．21～23)では、参加選手10名中６名（金賞１、銀賞１、銅賞２、努力賞２）が入賞し、入賞率は
60％となり目標を達成できた。
・技能証は５名が獲得した。

 概算事業費（B（A）+C） 10,282 5,465 6,224 8,095
- - 80人

826 826

事
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ス
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予
算
額

前年度繰越

mailto:jinzai@pref.nagano.lg.jp

